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Ｈ24人口動態調査分析結果
（ファミリー・非ファミリー世帯の人口移動分析）

平成26年12月19日（金）

尼崎市政策部まちづくり企画・調査担当

第1回ひと咲きまち咲きあまがさき創生本部（資料７）
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調査概要

• 平成24年1～12月に転入、転出、市内間で転居した世帯を、住
民基本台帳並びに課税データから分析。
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13,047人
10,919世帯（91.0％）
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人数
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ァ
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19,149人17,320人人数

市内間転居転出
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75歳以上
高齢者1人に対する⽣産年齢⼈⼝
⾼齢化率

尼崎市の人口の推移

実績値

（万人） （％）

推計値

H32年以降は後期高齢者が前期高齢者数を超える（H27以降は高齢化率は鈍化）。
15歳未満人口はH22から25年後には半減すると見込まれている。

国勢調査と社人研人口推計より
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昭和４４年以降の人口動態

H17年以降は自然減が人口減少に追討ち。
社会減はH13年以降は△1千人台（H24年以降は△1千人未満）と低く推移

人口月報より
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市内間転居

転出

転入 12,004世帯

10,730世帯

12,141世帯

家族形態（世帯数）

 世帯数では転入、転出、市内間転居のすべてにおいて、１人世帯が突出しており、
転入・転出世帯では７割５分、市内間転居でも約５.５割を占める。
 ﾌｧﾐﾘｰ世帯と非ﾌｧﾐﾘｰ世帯の比率は転入・転出世帯で１：９、市内間転居で２：８。

 各世帯で転出超過傾向があるなかで、非ﾌｧﾐﾘｰ2人世帯は比率、実数ともに転入
が超過している。

ファミリー世帯…15歳以下〔中学生以下〕のこどもがいる世帯

本市の転入、転出、市内間転居の大多数は1人世帯である

1人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

2人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

3人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

その他
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

3人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

4人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ） 2人世帯

（ﾌｧﾐﾘｰ）
その他
（ﾌｧﾐﾘｰ）

非ファミリー世帯 ファミリー世帯
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16,435人

19,149人

17,320人

家族形態（人数）

 人数割合では市内間転居が19千人と最も多い。（単身者の比率が低いため）
 ﾌｧﾐﾘｰ世帯と非ﾌｧﾐﾘｰ世帯の人数比は、転入2：8、転出3：7、市内間転居4：6。
 ﾌｧﾐﾘｰ世帯全体で約2千人減、非ﾌｧﾐﾘｰ2人世帯で約1千人増。

ファミリー世帯…15歳以下〔中学生以下〕のこどもがいる世帯

市外に転出したﾌｧﾐﾘｰ世帯が5千人いる一方、市内にとど
まった（市内間転居の）ﾌｧﾐﾘｰ世帯も7千人いる

1人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

2人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

3人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

その他
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

3人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

4人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

2人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

その他
（ﾌｧﾐﾘｰ）

非ファミリー世帯 ファミリー世帯
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市内間転居

転出

転入 1,085世帯

2,305世帯

1,618世帯

ファミリー世帯の内訳（世帯数）

 市内間転居は転入の倍、転出の１．５倍存在する。

 ３人世帯が４～５割と最も多い。

 ４人世帯に次いで、２人世帯（大半は母子・父子家庭と考えられる）もそれぞれ
で２割程度存在する。

数字は世帯数（ファミリー世帯…15歳以下〔中学生以下〕のこどもがいる世帯）

ファミリー世帯の移動は2・3・4人世帯で全体の9割を占める

3人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

2人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

4人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

5人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

6人以上世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）
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3,030

2,418
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1,005

405

466

586

794

230

240

90

43

0 2,000 4,000 6,000 8,000

市内間転居

転出

転入 3,388人

7,701人

5,195人

ファミリー世帯の内訳（人数）

 世帯数と同様人数でも市内間転居は転入の倍、転出の1.5倍存在する。
 ３人世帯、４人世帯で転入、転出では８割、市内間転居でも７割強を占める。

 ２人世帯（大半は母子・父子家庭と考えられる）も全て１割程度存在し、市内間転
居では５人世帯が２人世帯を上回る。

数字は人数（ファミリー世帯…15歳以下〔中学生以下〕のこどもがいる世帯）

人数では3人・4人世帯が全体の約3/4を占める

2人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

3人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

4人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

5人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ） 6人以上世帯

（ﾌｧﾐﾘｰ）
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ファミリー世帯の年代別移動状況
人数

38,412人 39,501人 49,676人 68,194人 65,954人 50,781人 67,158人 50,854人 22,513人 4,053人市内年代別⼈⼝
※全市人口＝457,216人 H24年3月31日現在

 全ての年齢層において、市内間転居が最も多く、次いで転出、転入と続く（転出超過）
 移動している年代は０～９歳のこどもを持つ世帯が顕著

市内間転居がもっとも多い。全ての年齢層において転出超過

転入 市内間転居転出
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 ０歳の移動が最も激しく、転入超過。
 １歳以上になると市内間転居が最も多く、次いで転出が続き、以降は転出超過。
 １歳児以降、加齢とともに移動数はすべて減少。小学校入学年度以降は安定。

１５歳以下年齢別移動状況

4,020人 4,040人 3,871人 3,901人3,973人 3,689人3,647人3,699人 3,674人 3,898人 3,878人 3,852人 3,969人4,013人 3,980人 3,920人

市内における15歳以下人口＝62,024人 H24年3月31日現在

市内年齢別⼈⼝

市内間転居転出転入

転出は小学校入学直前でなく、０歳児から始まっている

H24年4月1⽇現在年齢（ﾌｧﾐﾘｰ・非ﾌｧﾐﾘｰに関係なく）

中学校⼊学年度⼩学校⼊学年度
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1,771

1,235

1,6789,052

9,127
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35

58

128
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26

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

市内間転居

転出

転入 10,919世帯

8,425世帯

10,523世帯

非ファミリー世帯の内訳（世帯数）

 転入が転出を上回る。2人世帯の転入超過（約400世帯）が影響している。
 市内間転居は1人世帯数は他と比べて少ないものの、2人世帯以上では全て転
入・転出世帯数を上回る。

数字は世帯数（ファミリー世帯…15歳以下〔中学生以下〕のこどもがいる世帯）

非ファミリー世帯では転入世帯数が転出世帯数を上回る。

その要因は1人世帯ではなく、2人世帯によるもの。

1人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

2人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

3人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

4人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）
5人世帯以上
（非ﾌｧﾐﾘｰ）
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0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000

市内間転居

転出

転入 13,047人

11,448人

12,125人

非ファミリー世帯の内訳（人数）

 転入と転出では約１千人の転入超過。1人世帯を除いて全て転入が超過している。
 移動人数では2人世帯以上は市内間転居が最も多い。

数字は人数（ファミリー世帯…15歳以下〔中学生以下〕のこどもがいる世帯）

非ファミリー世帯は転入者数が転出者数を約1,000人上回る。
1人世帯を除いて全ての世帯で転入超過

13,047人

1人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

2人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

3人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

4人世帯
（非ﾌｧﾐﾘｰ）

5人世帯以上
（非ﾌｧﾐﾘｰ）
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人数

38,412人 39,501人 49,676人 68,194人 65,954人 50,781人 67,158人 50,854人 22,513人 4,053人市内年代別⼈⼝
※全市人口＝457,216人 H24年3月31日現在

 ２０代で転入超過、３０代で転出超過となり、４０代以降は市内間転居がもっとも多い。
 ２０代の転入・転出世帯の９割、３０代でも7割はこの非ファミリー世帯。
 市内間転居は60代でもピークが生じる。

転入 転出

非ファミリー世帯は20代の移動が突出。この年代は転入超過

市内間転居

年代別移動状況（非ファミリー）
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3,841,
42.4% 5,211,

57.6%

 転入、転出、市内間転居ともに男性が女性をやや上回る。
 転入、転出、市内間転居で比較すると男女比はほぼ同じ割合

転入 転出

男性または女性が転入に比して転出が突出などの偏りはない

市内間転居

１人世帯の性別

3,866,
42.4%

5,261,
57.6%

2,709,
44.2%

3,415,
55.8%

男性
⼥性 男性⼥性 男性⼥性

単位（人,％）
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 男性は転入、転出ともに20代がピークで、30代で転出が転入を上回る。
 女性は転入、転出ともに20代がピークで、若干転出が転入を上回る。
 市内間転居は転入・転出と比較して人数が少ないものの、男女ともに20代がピーク。60代
にも山がある

転入、転出、市内間転居ともに20代がピーク

１人世帯の性別と年齢

市内間転居男性

転入男性

転出男性
転出⼥性

転⼊⼥性

市内間転居⼥性

人
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転入（人）

 １人世帯では20代が約4,000人転入し、3,900人転出と全体の中でも突出。次いで同30代は
約300人の転出超過。
 非ファミリー２人世帯は20代では700人、30代は300人の転入超過。
 ３人・４人ファミリーは20代では大差ないものの、30・40代で700人強の転出超過に。
 中学生以下の子どもでは、未就学児が特に多く、約500人も転出超過。

20～30代の２人世帯は転入超過。子どもが生まれると転出超過。

年代別×世帯別（ﾌｧﾐﾘｰ・非ﾌｧﾐﾘｰ）転出入の状況

未就学児小学生中学生16-19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

1人世帯

2人世帯

3人ﾌｧﾐﾘ-

4人ﾌｧﾐﾘ-

418

13 40
404

4,012

1,996

1,001

491

310
192

153
22

8 9 3 62

1,340

1,030

342
242

173
89

54 4

508

92
38

11 328 514
139

10 0 1 0 0

356

113
38 20 90 260 109

20 2 0 0 0

-

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

未就学児小学生中学生16-19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

1人世帯

2人世帯

3人ﾌｧﾐﾘ-

4人ﾌｧﾐﾘ-

29 24 53
271

3,907

2,380

1,057

493
398

225 233
57

12 4 4 55

621 761

348
242 256

104
58 5

761

118
53 17 369

848

222
26 3 1 0 0

593

212 48 28 101 502
193

16 2 1 0 0

-

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

転出（人）
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市内間転居（人）

 １人世帯の移動のピークは転入・転出の半分以下。
 非ファミリー２人世帯の移動が転出よりも活発。20、30代に加え60代にも山が。
 ３人・４人ファミリーや、中学生以下の子どもの移動は転出世帯とほぼ同数の動きをしている。

ファミリー世帯の市内間転居世帯は転出世帯とほぼ同数存在

未就学児小学生 中学生16-19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

1人世帯

2人世帯

3人ﾌｧﾐﾘ-

4人ﾌｧﾐﾘ-

11 18 30 175

1,625

1,300

870

596 673
445

307
74

5 7 2 97

894
800

388
366 547

322

104
10

796

267
152

73
554

820
326

25 13 4 0 0

771

382
151

84 214 633
356

31 7 2 1 0

-

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

年代別×世帯別（ﾌｧﾐﾘｰ・非ﾌｧﾐﾘｰ）市内間転居の状況
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181202

152

384
454

327

451
504

382

564
504

430

238264216

449 450

321

489

413
358

678677

542

778

459

795

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2人ファミリー 3人ファミリー 4人ファミリー 5人ファミリー 1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯

万円

平均所得（ファミリー・非ﾌｧﾐﾘｰ世帯）

 平均所得は世帯人数別では非ファミリーが相対的に高い。
 世帯数、人数で大半を占める２人～４人世帯では、市内間転居の平均所得が最も低い。
 ファミリーでは平均所得で転出が転入を上回る。非ﾌｧﾐﾘｰでは転入が転出を上回るか、
ほぼ変わらず。

転入：233世帯
転出：293世帯
転居：397世帯

547世帯
806世帯
1,010世帯

252世帯
424世帯
658世帯

46世帯
81世帯
201世帯

転入 転出 市内間転居

ファミリー、非ファミリーでは、転出≧転入＞市内間転居。
転出・転入と市内間転居は平均所得で100万円以上の差

7世帯
5世帯
26世帯

58世帯
35世帯
128世帯

124世帯
121世帯
372世帯

9,052世帯
9,127世帯
6,124世帯

1,678世帯
1,235世帯
1,771世帯

ファミリー 非ファミリー



神奈川県
44
3.9%

千葉県
24
2.1%

その他
207
18.3%

不明
233
20.6%

京都府
24
2.1%

東京都
51
4.5%

大阪府
245
21.6%

兵庫県
305
26.9%

東京都
86
5.3%

愛知県
40
2.5%

不明
74
4.6%

その他
357
22.1%

神奈川県
56
3.5%

兵庫県
659
40.7%

大阪府
346
21.4%

19

都道府県別転入元、転出先上位５都府県（ファミリー）

 転入、転出ともに兵庫県内、大阪府内の２府県で約半数を占める。
 3,4位は東京、神奈川と続き、10位までは順位は異なるが、転入・転出ともに同じ
府県がランクイン。

転入元ベスト５（世帯数） 転出先ベスト５（世帯数）

兵庫・大阪への転出が半数程度いる一方で、市内居住と比較
できないと思われる地域（京阪神及び滋賀以外）への転居も約
３割存在する

7愛知県 23
8広島県 15
9福岡県 14
10埼玉県 13

6千葉県 38
7福岡県 36
8京都府 32
9埼玉県 31
10広島県 26

その他の内訳

その他の内訳
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大阪府
3,124
29.7%

兵庫県
3,355
31.9%

神奈川県
280
2.7%

その他
2,469
23.5%

不明
324
3.1%

京都府
291
2.8%

東京都
680
6.5%

京都府
288
2.6%

その他
1,699
15.6%

不明
2,746
25.1%

神奈川県
206
1.9%

東京都
341
3.1%

大阪府
2,456
22.5%

兵庫県
3,183
29.2%

都道府県別転入元、転出先上位５都府県（非ﾌｧﾐﾘｰ）

 転入、転出ともにベスト10の府県はほぼ同じ。ファミリー世帯とも同様の傾向（滋
賀・奈良と広島が入れ替わる）。
 兵庫県内、大阪府内の２府県で半数を超える。次いで東京都と続く。

転入元ベスト５（世帯数） 転出先ベスト５（世帯数）

6愛知県 178
7千葉県 134
8奈良県 127
9福岡県 123
10埼玉県 115

6愛知県 283
7千葉県 176
8福岡県 154
9滋賀県 145
10埼玉県 143その他の内訳

その他の内訳

兵庫・大阪への転出が半数程度いる一方で、市内居住と比較
できないと思われる地域（京阪神及び滋賀以外）への転居も約
３割存在する
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兵庫・大阪・首都圏（1都3県）との転入転出比較 H16とH24

ファミリー世帯、非ファミリー世帯ともに転出超過傾向が拡
大。非ファミリー世帯の転出超過が著しい。

 ファミリー世帯は、H16年とH24年を比べると、大阪府・兵庫県は転出超過が拡大。首都圏は
同程度で変わらず。
 非ﾌｧﾐﾘｰ世帯は、H16年は兵庫県、大阪府、千葉県、埼玉県４府県で転入超過だったが、
H24年は４府県を含む全てで転出超過。世帯数はマイナスに反転。

白抜き文字が超過部分（世帯数）

転入世帯 転出世帯 転入世帯 転出世帯 転入世帯 転出世帯 転入世帯 転出世帯
361 640 305 659 2,861 2,728 3,183 3,355

246 270 245 346 2,714 2,074 2,456 3,124

東京都 39 74 51 86 東京都 334 403 341 680
神奈川 47 78 44 56 神奈川 208 218 206 280
千葉県 37 49 24 38 千葉県 158 132 134 176
埼玉県 21 32 13 31 埼玉県 119 95 115 143

計 ▲ 29 ▲ 483

大阪府
640 ▲ 668

首
都
圏

非ﾌｧﾐﾘｰ世帯
H16 H24

兵庫県
133 ▲ 172

▲24 ▲101

首
都
圏

計 ▲89 ▲79

H16 H24

兵庫県
▲279 ▲354

ﾌｧﾐﾘｰ世帯

大阪府
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 転入は兵庫県下では、西宮、神戸、伊丹が同数。転出は西宮市がトップで神戸、伊丹と続
く。
 転出は全世帯と比べて大阪市の占める割合が約半減。そのため大阪市のみ転入超過。
 非ﾌｧﾐﾘｰ世帯と同様、西宮市、神戸市、伊丹市、大阪市への移動が約6割。
 豊中市への移動は転入、転出ともに少なく、離れている神戸に劣る。

転入元（世帯数）n=556 転出先（世帯数）n=1,011

ファミリー世帯においては大阪市のみ転入超過

大阪府・兵庫県 転入元、転出先（ファミリー）

⻄宮市
80
14.4%

神⼾市
80

14.4%
大阪市
136
24.5%

北阪神
（伊丹除く）

31
5.6%

北摂
（豊中除く）

32
5.8%

大阪府
その他
44
7.9%

京阪沿線
20
3.6%

伊丹市
80

14.4%兵庫県
その他
37
6.7%

豊中市
16
2.9%

豊中市
59
5.8%

兵庫県
その他
80
8.0%

伊丹市
130
12.9%

京阪沿線
18
1.8%

大阪府
その他
51
5.1%

北摂
（豊中除く）

88
8.8%

北阪神
（伊丹除く）

124
12.3%

大阪市
126
12.5%

神⼾市
143
14.1%

⻄宮市
186
18.4%
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世帯数×大阪府・兵庫県 転入元、転出先（ファミリー）

 転入、転出ともに、全ての世帯において、３人世帯の移動が最も多い。
 西宮市への３人世帯、４人世帯の転出が突出。
 転入において、兵庫県下では３人世帯に次いで４人世帯が多いが、大阪府下では北摂を除
いて３人世帯に次いで２人と４人世帯がほぼ同数か、２人世帯が上回る。

転入元（世帯数）n=556 転出先（世帯数）n=1,011

ファミリー世帯では転入、転出ともに３人世帯の移動が最も
多い。大阪市からの転入、西宮市への転出が顕著。

尼崎での世帯類型
2人世帯3人世帯4人世帯5人世帯6人世帯7人世帯

⻄宮市
神⼾市

伊丹市
北阪神（伊丹除く）

兵庫県その他
大阪市

北摂（豊中除く）
豊中市京阪沿線

大阪府その他

12
22

8
2

7 4 5 2 1 1
4 8

3 1
5
19
8

28

73

27

7
1

6
20
11

4
1412

1

10

45

21

3
1

6

48

21

5
8

47

19

6

0

20

40

60

80

100

120

2人世帯3人世帯4人世帯5人世帯6人世帯7人世帯9人世帯
⻄宮市

神⼾市
伊丹市 北阪神（伊丹除く）

兵庫県その他
大阪市北摂（豊中除く）

豊中市京阪沿線
大阪府その他

8
30
15
4412

1 1

10
36

10
2 1

13

52

19

3 1

29

63

25

9

1839

18

31
1

21

60

36

5 2

24

71

27

6
11

25

76

32

9
1

25

102

51

7

1

0

20

40

60

80

100

120
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世帯数×西宮市・神戸市・伊丹市・大阪市（ファミリー）

西宮市への３人・４人世帯の転出超過が顕著。
大阪市のみ３、４人世帯が転入超過。

転⼊転出者数（対⻄宮市）ファミリー

47

25

102

7
18 6

19

51

0

20

40

60

80

100

120

2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯 7人世帯

転⼊転出者数（対神⼾市）ファミリー

21
32

48

56

76

9 1

25

0

20

40

60

80

100

120

2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯 7人世帯

転⼊転出者数（対伊丹市）ファミリー

45

10
3 1

21

71

24

6 1 1

27

0

20

40

60

80

100

120

2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯 7人世帯

転入転出者数（対大阪市）ファミリー

2829

63

2527

1
7

73

9

0

20

40

60

80

100

120

2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯 7人世帯

世帯

転⼊転出者数（対伊丹市）ファミリー

45

10
3 1

21

71

24

6 1 1

27

0

20

40

60

80

100

120

2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯 7人世帯

世帯 世帯

世帯

転入 転出
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15歳以下×兵庫県下 転入元、転出先

 いずれの都市も転入、転出ともに、全ての世帯において、０ー２歳児までの移動が最も
多く、小学校入学以降は転入、転出ともに10人以下で安定。

０歳児の西宮、神戸、北阪神（伊丹除く）への転出は転入
の２－３倍。

15歳以下の転出⼊者の年齢（伊丹市）

6

29 27
20 22

7

19
14

3 3 2 3
9 7

3 1
54

20
16

12 14 12

4 5
2 3

0 1 3 3 2 3 5
0

10

20

30

40

50

△0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

転出者年齢

転⼊者年齢

15歳以下の転出⼊者の年齢（⻄宮市）

8

38 40

31

18
14

20
14

8 9 9
6 7

10
7

10 108

16 15 17

5 6 6 8
2 2 4 3 2 3 4 3

7
0

10

20

30

40

50

△0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

転出者年齢
転⼊者年齢

15歳以下の転出⼊者の年齢（北阪神）

7

29
23 23

17 16

7
13

2
8

5 3
6 4 4

1
7

0

10

2 3 3 1 3 2 2 0 2 0 1
5

2 2 4
0

10

20

30

40

50

△0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

転出者年齢

転⼊者年齢

15歳以下の転出⼊者の年齢（神⼾市）

7

41

24
27

17 17 15
9

5
8 6 4 4 2 3 4

77

18
13

9 9 9
6 6

2
5 3 1 2

6
2 3

6
0

10

20

30

40

50

△0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

転出者年齢

転⼊者年齢

⼩学校⼊学年度 中学校⼊学年度

人

人 人

人
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15歳以下の転出⼊者の年齢（北摂）

7

24 22

14

7 7
3 4 5

1 1 2 1 0
4

12
5 6

0 0 0 2 1 0 1 068 3
1

12 12
0

10

20

30

40

50

△0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

転出者年齢

転⼊者年齢

15歳以下×大阪府下 転入元、転出先

 いずれの市も転入、転出ともに、全ての世帯において、０ー２歳児までの移動が最も
多い。
 大阪市だけは小学校入学前の全ての年齢で転入が転出と同数、もしくは転入超過。

大阪市内からは0-9歳児まで転入超過

15歳以下の転出⼊者の年齢（⼤阪市）

9

19

27

19

11 13

2
5

9
3

11

3 5

1413

43

27
23

13

2

10
4 4 2 1 23

12
8

5 5
13 9

9
0

10

20

30

40

50

△0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

転出者年齢

転⼊者年齢

15歳以下の転出⼊者の年齢（豊中市）

1
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2 4
1 2 1 3 3 2 1

7
1

4 2 3 3
0 0 2 0 1 1 248 8 0 02 0

1
0

10

20
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40

50

△0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

転出者年齢

転⼊者年齢

中学校⼊学年度⼩学校⼊学年度

人人

人
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世帯類型×末子年齢 転出（ﾌｧﾐﾘｰ）

 転出世帯の3/4が末子の年齢が未就学
の子どもがいる世帯
 最も多いのは3人世帯で0-2歳の子がい
る世帯（全体の約3割）、次いで4人世帯で
末子が0-2歳の世帯、3番目が2人世帯で
0-2歳の子がいる世帯。

転出は3人世帯で0-2歳の子がいる世帯が最多

3-5歳
304
18.9%

0-2歳
941
58.4%

中学生以上
55
3.4%

中学生
75
4.7%

小学生
236
14.6%

尼崎での世帯類型

n=1,611

人

0-2歳

3-5歳

小学
生

中学
生

中学
生以
上 2人（大

人
1、子ど

も
1）n=2

93

3人（大
人
1、子ど

も
2）n=1

33

3人（大
人
2、子ど

も
1）n=680

4人（大
人
1、子ど

も
3）n=29

4人（大
人
2、子ど

も
2）n=3

71

4人（大
人
3、子ど

も
1）n=24

5人（大
人
1、子ど

も
4）n=6

5人（大
人
2、子ど

も
3）n=69

5人（大
人
3、子ど

も
2）n=3

5人（大
人
4、子ど

も
1）n=3

2
1

2

1

49

12
81

51
2
2
13

6

205

84
75

6

1

10
10
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1
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0-2歳

3-5歳

小学
生

中学
生

中学
生以
上 2人（大

人
1、子ど

も
1）n=404

3人（大
人
1、子ど

も
2）n=2

05

3人（大
人
2、子ど

も
1）n=805

4人（大
人
1、子ど

も
3）n=62

4人（大
人
2、子ど

も
2）n=522

4人（大
人
3、子ど

も
1）n=74

5人（大
人
1、子ど

も
4）n=11

5人（大
人
2、子ど

も
3）n=136

5人（大
人
3、子ど

も
2）n=34
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人
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も
1）n=20

4
10

6

2
3 20
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2

5
3
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世帯類型×末子年齢 市内間転居（ﾌｧﾐﾘｰ）

 末子の年齢が未就学の子どもがいる世帯
は2/3に下がる。
 最も多いのは3人世帯で0-2歳の子がい
る世帯（全体の約3割）、次いで4人世帯で
末子が0-2歳の世帯、3番目が2人世帯で
0-2歳の子がいる世帯。

転出は3人世帯で0-2歳の子がいる世帯が最多。3-6歳、小
中学生も市外転出に比べると増加

尼崎での世帯類型

3-5歳
455
20.0%

0-2歳
983
43.2%

中学生以上
76
3.3%

中学生
250
11.0%

小学生
509
22.4%

n=2,273

人
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神⼾市
835
12.8%

⻄宮市
811
12.5%

大阪市
1,718
26.4%

北阪神
（伊丹除く）

465
7.2%

北摂（豊中除く）
464
7.1%

大阪府
その他
489
7.5%

京阪沿線
200
3.1%

伊丹市
633
9.7%

兵庫県
その他
622
9.6%

豊中市
266
4.1%

神⼾市
800
13.9%

⻄宮市
703
12.2%

大阪市
1,205
20.9%

北阪神
（伊丹除く）

461
8.0%

北摂
（豊中除く）

391
6.8%

大阪府
その他
515
8.9%

京阪沿線
187
3.2%

伊丹市
574
10.0%

兵庫県
その他
712
12.4%

豊中市
212
3.7%

大阪府・兵庫県下転入元、転出先（非ファミリー世帯）

 転入・転出ともに大阪府下では大阪市、兵庫県下で神戸市がトップ。
 大阪・兵庫県下では神戸市と接する西宮市、伊丹市、大阪市への移動が約６割を占
める。転出世帯のそれぞれ総世帯に占める割合は、神戸市（0.14％）、西宮市（0.49
％）、伊丹市（0.98％）、大阪市（0.14％）

参考：推計人口による世帯数（H24.10.1現在） 神⼾市686,366世帯、⻄宮市204,463世帯、伊丹市78,052世帯、大阪市1,341,555世帯

転入元（世帯数）n=5,760 転出先（世帯数）n=6,503

神戸市、西宮市、伊丹市、大阪市で約６割を占める。
豊中市よりも神戸市が多く、世帯数割合では伊丹が多い。
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1人世
帯
2人世

帯
3人世

帯
4人世

帯
5人世

帯 神⼾市
⻄宮市

伊丹市
北阪神（伊丹除く）

兵庫県その他

大阪市
北摂（豊中除く）

豊中市
京阪沿線

大阪府その他
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56 4 3 1
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大阪市
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京阪沿線

大阪府その他

376

134
3 2

136
49 2

141
62
1 7 1

267

110
10 4

880

305

16 4

550

145
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3
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120
5

8

396

154
17 6

1

500

178

138
4

536

243

128 1

0
200
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800
1,000
1,200
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世帯数×大阪府・兵庫県 転入元、転出先（非ﾌｧﾐﾘｰ）

 大阪市への１人世帯の転出が突出。
 ２人世帯は全て転入超過。
 １人世帯の移動が最も多く、次いで２人世帯、３人世帯…と世帯人数が増える
ほどに少なくなる。
 市・エリアで特筆すべき傾向は見られない。

転入元（世帯数）n=5,760 転出先（世帯数）n=6,503

大阪市への１人世帯の転出が突出。２人世帯は全て転入超過

尼崎での世帯類型
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世帯数×西宮市・神戸市・伊丹市・大阪市（非ファミリー）

１人世帯は４市全て転出超過。２人世帯は全て転入超過

転入転出者数（対⻄宮市）

178

665

125

513 8 4

500

16
0

100

200

300

400

500

600

700

800

1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯 7人世帯

転入転出者数（対神⼾市）

129

243

8 1

536

101

5

720

0

100

200

300

400

500

600

700

800

1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯 7人世帯
転入転出者数（対伊丹市）
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大阪市の１人世帯の転入・転出が突出。また、同市の非ﾌｧ
ﾐﾘｰ2人世帯、3・4人ファミリー世帯は転入超過。
その他３市では非ﾌｧﾐﾘｰ2人世帯以外、全て転出超過。

世帯類型×神戸市、西宮市、伊丹市、大阪市

世帯数

2148

536

2773

333
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2145164
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1947
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帯
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F
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帯
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F
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世
帯
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世
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3人
F

4人
F

1人
世
帯

2人
世
帯

3人
F

4人
F

神⼾市含む ⻄宮市含む 伊丹市含む 大阪市含む

 大阪市からの１人世帯の転入・転出が突出。
 ４市ともに非ファミリーの２人世帯は転入超過
 ファミリー世帯では大阪市以外は転出超過、大阪市は転入超過

尼崎での世帯類型

全世帯数 4類型計 割合
転入 880 854 97.0%
転出 978 929 95.0%

全世帯数 4類型計 割合
転入 783 752 96.0%
転出 997 943 94.6%

全世帯数 4類型計 割合
転入 654 626 95.7%
転出 763 705 92.4%

全世帯数 4類型計 割合
転入 1,341 1,313 97.9%
転出 1,844 1,771 96.0%
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非ファミリー２人世帯の平均所得は転入＞転出
市外転出のファミリー世帯の平均所得は神戸・西宮と伊丹・大阪に大き
く乖離。（市内間転居は３人Fで最低、４人Fで中位）

平均所得×世帯類型×神戸、西宮、伊丹、大阪、尼崎

平均所得

 非ファミリーの２人世帯の平均所得は、４市全て転入が転出を上回る
 ３人Fの平均所得は、４市全て転出が転入を上回る。神戸市・西宮市への転出者の平均所
得は400万円を超えるが、伊丹・大阪は400万円を下回る。尼崎市内で転居した者は328万
円であった。
 ４人Fのうち神戸市・西宮市への転出世帯の平均所得は500万円を超えるが、伊丹市・大阪
市の平均所得は300万円前後と200万円の乖離。尼崎市内間転居は382万円であった。

尼崎での世帯類型
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神⼾市含む ⻄宮市含む 伊丹市含む 大阪市含む 尼崎市内間転居

転入 転出
市内間転居

万円
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転入先トップ10 ファミリー世帯

地名 世帯数 平均所得
（万円）

△ 塚口本町５ 29 412

武庫之荘５ 16 397

⾦楽寺町１ 15 376

南武庫之荘８ 13 451

△ 武庫之荘１ 12 792

武庫元町３ 12 356

△ 南塚口町２ 12 161

東園田町６ 12 226

武庫之荘本町３ 11 437

上ノ島町１ 11 410

計 143

転出元トップ10 ファミリー世帯

地名 世帯数 平均所得
（万円）

南武庫之荘１ 28 655

△ 潮江１ 27 831

△ 東塚口町１ 25 632

上坂部２ 22 438

南武庫之荘７ 21 416

△ 南塚口町３ 21 707

武庫之荘東１ 20 479

△ 東園田町５ 20 364

△ 南武庫之荘３ 19 516

塚口町１ 19 533

計 222

 非ファミリー世帯トップ10と重複する町名は転入先で２つ（▲印）。ファミリー世帯と重複しな
い。一方、転出では５つ重複している。
 ファミリー世帯トップ10で平均所得は転出元の方が高い。潮江1は800万円を超える。
 転出元と転入先は全く重ならない。

転入先トップ10で、非ファミリー世帯との重なりが少なく、同じ
ファミリーでも転出世帯と重複しない

転入先トップ10 ファミリー世帯

地名 世帯数 平均所得
（万円）

塚口本町５ 29 412

武庫之荘５ 16 397

⾦楽寺町１ 15 376

南武庫之荘８ 13 451

△ 武庫之荘１ 12 792

武庫元町３ 12 356

△ 南塚口町２ 12 161

東園田町６ 12 226

武庫之荘本町３ 11 437

上ノ島町１ 11 410

計 143

市外からの転入先、市外への転出元トップ10と平均所得（ﾌｧﾐﾘｰ）
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主な転入先（10世帯以上） 主な転出元（10世帯以上）

阪神

JR

阪急

阪急沿線各駅とJR尼崎駅に偏っている。
非ﾌｧﾐﾘｰ世帯が100世帯以上転入している東園田1・5、東塚口1、南塚口3、南武庫之荘2-5、
立花1、東難波5はファミリーでは10世帯も満たない。（赤丸）。
非ﾌｧﾐﾘｰ世帯が100世帯以上転出している武庫之荘1、立花1、水堂1で、ファミリー世帯は10世
帯に満たない。一方で非ﾌｧﾐﾘｰ世帯で転出が顕著でない崇徳院2は11世帯が転出（青丸）。

主な転入先（10世帯以上） 主な転出元（10世帯以上）

市外からの転入先、市外への転居元の分布（ファミリー）
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転入先トップ10 非ファミリー

地名 世帯数 平均所得
（万円）

１ 潮江１ ■ 204 516

２ △ 南塚口町２ ■ 170 282

３ 南塚口町３ ■ 170 283

４ 東塚口町１ ■ 143 342

５ 東園田町５ ■ 139 245

６ 南武庫之荘３■ 130 314

７ 南塚口町８ ■ 129 220

８ 南武庫之荘２■ 118 336

９ ⽴花町１ ■ 117 262

10 △ 武庫之荘１ ■ 110 333

計 1,430

市外からの転入先、市外への転出元トップ10と平均所得（非ﾌｧﾐﾘｰ）

転出元トップ10 非ファミリー

地名 世帯数 平均所得
（万円）

1 △ 潮江１ ■ 158 427

2 △ 南塚口町３ ■ 143 332

3 南塚口町２ ■ 139 352

4 △ 南武庫之荘３■ 132 306

5 南塚口町８ ■ 129 260

6 △ 東塚口町１ ■ 112 314

7 △ ⽴花町１ ■ 110 273

8 △ 南武庫之荘２■ 105 311

9 武庫之荘１ ■ 102 321

10 △ 東園田町５ ■ 100 267

計 1,230

 転入、転出ともに潮江１が最も移動が激しい。世帯の平均所得も最も高い。
 転入先、転出先トップ10全て重複している。（■印）

非ファミリー世帯は市全体で400世帯が転入超過しているう
ち、トップ10地区で200世帯が転入超過
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転入、転出ともに、阪急・JR・阪神沿線各駅に偏っている。
駅から離れた西昆陽２、武庫３、富松３・塚口６・武庫之荘本町３、稲葉荘１で転出が、常松１、
南武庫之荘６、塚口本町５・６、田能３で転入が目立つ。大島２は転出も転入も多い。

市外からの転入先、市外への転居元の分布（非ファミリー）

主な転入先（50世帯以上） 主な転出元（50世帯以上）

JR

阪神

阪急

JR

阪急

阪神

JR

阪急
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1人、2人世帯ともに、阪急・JR・阪神沿線の各駅周辺に偏っている。
1人世帯はより駅前に集中している。潮江１、南塚口３、東塚口１は1人、2人世帯ともに多い。
1人世帯が2人世帯より100世帯以上多いのは南塚口２・３・８、立花１、東園田５。
1人世帯が50世帯未満で２人世帯が20世帯以上は塚口本町５、潮江５、金楽寺１。

市外からの転入先の分布（非ファミリー1人、2人世帯）

主な転入先1人世帯（50世帯以上）

JR

阪神

阪急

JR

阪急

阪神

JR

阪急

主な転入先2人世帯（10世帯以上）
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市内間転居者 地区別割合

H24
前住所（地区） 人数割

不明 中央 小田 大庄 ⽴花 武庫 園田 総計

現
住
所
（
地
区
）

中央 4.8% ⑤ 58.4% 10.7% 8.7% 11.1% 2.9% 3.3% 2,214人
小田 5.3% 8.6% ② 61.5% 3.5% 7.6% 2.2% 11.4% 3,169人
大庄 5.1% 9.9% 4.0% ④ 60.1% 12.8% 5.5% 2.6% 1,996人
⽴花 5.2% 6.9% 5.1% 5.9% ⑥ 52.5% 13.0% 11.4% 4,613人
武庫 6.5% 2.8% 1.9% 5.0% 19.1% ③ 60.3% 4.4% 3,209人
園田 6.0% 2.2% 9.5% 0.8% 9.2% 3.2% ① 69.2% 3,948人
総計 1,062人 2,258人 2,933人 1,965人 4,141人 2,904人 3,886人 19,149人

参考
（H16年）

前住所（地区） 人数割

中央 小田 大庄 ⽴花 武庫 園田

現
住
所
（
地
区
）

中央 ⑤59.4% 6.7% 11.5% 6.1% 1.3% 1.9%

小田 6.3% ③66.7% 5.8% 11.4% 2.5% 7.8%

大庄 10.9% 5.3% ④63.5% 2.6% 2.5% 1.1%

⽴花 12.5% 8.0% 15.4% ⑥49.1% 19.0% 11.7%

武庫 4.7% 1.3% 1.9% 15.8% ②67.1% 2.9%

園田 6.3% 10.7% 1.9% 14.0% 7.6% ①74.6%

市内間転居に関しては、同じ地区同士での移動が多い。
いずれの年度も、園田地区から園田地区への移動が最多。立花地区同
士の移動が最少。

（参考）6地区（現住所）別の所得分布

中央地区 95万円 立花地区 115万円

小田地区 108万円 武庫地区 119万円

大庄地区 85万円 園田地区 109万円

※人ベースで算出しており、所得0とマイナスの世帯も含んでいます。
（世帯の平均所得は、所得0とマイナスを省いています。）
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武庫 ⽴花 園田

大庄 中央 小田

69.2%

61.5%58.4%

52.5%

60.1%

60.3%

11.4%9.5%

10.7%

8.6%

11.4%

12.8%

9.9%

5.5%

13.0%

南部から北部への移動は顕著ではない。大庄から園田のよ
うに隣接してない地区の移動は少ない（0.8%）。

8.7%

5.9%

19.1%

※同地区を含め、移動先として多い順に3つ抜粋（人数）

市内間転居者 地区別割合②
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転居先トップ10 ファミリー世帯

地名 世帯数 平均所得
（万円）

△ ⾦楽寺町1 ○ 55 373

塚口本町5 ○ 45 452

△ 水堂町4 28 277

若王寺2 27 531

上坂部2 ■ 26 258

△ 武庫之荘1 ○ 26 666

口田中1 23 295

富松町1 ■ 23 279

潮江5 22 628

△ ⻄川2 21 184

転居元トップ10 ファミリー世帯

地名 世帯数 平均所得
（万円）

潮江1 ◇ 28 613

富松町1 ■ 26 246

額田町 23 509

上坂部2 ■◇ 22 659

東園田町3 22 637

南武庫之荘2 22 281

△ 三反田町2 21 381

△ 東園田町6 21 331

御園1 20 441

△ 東難波町5 20 259

トップ10では、市内間転居の転居先と市外からの転入先と重複しない

転居先、転居元トップ10と平均所得（市内間・ﾌｧﾐﾘｰ）

 転居先と転居元で重複する町名は２つ（■印）しか重複しない。上坂部２は転居元のなかで
平均所得が最も高い
 転居先の金楽寺町１、塚口本町５は大規模集合住宅の建設によるものと思われる。
 非ﾌｧﾐﾘｰ世帯と重複するのは転居先が４つ、転居元が３つ（△印）。非ファミリー世帯とも重
複しない。
 市外からの転入（○印）・転出（◇印）と重なるのは３つと２つと重複が少ない
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市外からの転入・転出（ﾌｧﾐﾘｰ）と比較して、移動が駅周辺だ
けでなく、市内広域に広がる。新幹線以北やJR～阪神まで広がりが見られ
る。

転居先、転居元の分布（市内間・ﾌｧﾐﾘｰ） （10世帯以上）

主な転居先（10世帯以上） 主な転居元（10世帯以上）

阪神

JR

阪急

新幹線



43

転居先トップ10 全世帯

地名 世帯数 平均所得
（万円）

△ ⻄川２ ■ 101 193

南武庫之荘３■○ 100 284

⽴花町１ ○ 96 259

南塚口町８ ■○ 96 232

△ ⾦楽寺町１ 94 398

南武庫之荘２ ○ 94 277

△ 水堂町４ 93 327

東園田町５ ■○ 93 255

南塚口町３ ■○ 91 238

△ 武庫之荘1 ○ 85 468

転居先、転居元トップ10と平均所得（市内間・非ﾌｧﾐﾘｰ）

転居元トップ10 全世帯

地名 世帯数 平均所得
（万円）

南塚口町３ ■◇ 96 292

⻄川２ ■ 90 215

東園田町５ ■◇ 86 302

南武庫之荘３■◇ 85 301

△ 東難波町５ 83 189

南塚口町８ ■◇ 80 267

△ 東園田町６ 78 233

東難波町３ 74 208

南塚口町２ ◇ 73 270

△ 三反田町２ 72 219

 転居先、転居元で重複する町名は５つ（■印）
 転居先と市外からの転入先とは７つ重複（○印）、
転居元と市外への転出元とは５つ重複（◇印）
 転居先トップ10のうち金楽寺町の単身者４割、西
川２の５割未満を除き、武庫之荘１を含むその他は
７－８割が単身者。

トップ10中、７か所で市内間転居の転居先と市外からの転入先が重なる
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転居元・転居先ともに阪急以南～JR以北に偏っており、その
偏りは似ている。
転居元で100件を超える地区はない。転居先の西川２は県営住宅の建て替えによるものと思わ
れる。

転居先、転居元の分布（市内間・非ﾌｧﾐﾘｰ） （50世帯以上）

主な転居先（50世帯以上） 主な転居元（50世帯以上）

阪神

JR

阪急


